
【２】財務関係
Ⅰ．財務の概要　

１．資金収支計算書 （法人全体）

 　資金収支計算書は、当該会計年度（平成３１年４月１日～令和２年３月３１日）の諸活動に対する全て
の収入及び支出の内容並びに支払資金のてん末を明らかにするものであり、次のグラフは、資金の収入
及び支出を項目別にグラフにしたものである。

　 　　当年度決算の結果、資金収入合計は、２，５０５百万円、資金支出合計は、２，１４８百万円となり、収
入から支出を差し引いた当年度資金収支差額は、３５７百万円の収入超過となった。
　前年度からの繰越支払資金は６，２０８百万円であったので、翌年度への繰越支払資金は６，５６５百万
円となった。

項目
金額

構成比率

＜用語の説明＞
　・収入の部
　　　　学生納付金　　・・・　授業料、入学金、教育充実費、実験実習費、施設管理費、特別施設費など、
　　　　　　　　　　　　　　　　 学生・生徒からの納入された収入
　　　　補助金　　　 　・・・   国・地方公共団体から交付される助成金収入
　　　　前受金　　　　 ・・・  当該年度中に受け入れた翌年度の授業料、入学金等の収入　
　　　
　・支出の部
　　　　人件費　　　　・・・　専任教職員、非常勤講師、学生アルバイトの給与・退職金などの支出
　　　　教育研究費  ・・・   教育研究、学生・生徒に係わる支出
　　　　管理経費　 　・・・   総務・経理業務や学生生徒の募集活動経費等、教育研究以外の支出　
　　　　借入金利息・返済　　・・・　借入金の返済、支払利息の支出
　　　　施設関係  　 ・・・　　土地、建物、構築物等の支出　
　　　　設備関係　　・・・　　機器備品、図書の支出

（単位　：　百万円）

学生納付金

1,513

60.4%

寄付金

6

0.2%

補助金

515

20.6%

雑収入

56

2.2%

前受金

147

5.9%
その他

268

10.7%

収入の部

2,848百万円

100.0%

人件費

1,135

52.8%

教育研究経費

669

31.1%

管理経費

165

7.7%

施設関係支出

6

0.3%

設備関係支出

48

2.2%

その他

125

5.8%

支出の部

2,330百万円

100.0%



２．事業活動収支計算書 （法人全体）

 　事業活動収支計算書は、当該会計年度（平成３１年４月１日～令和２年３月３１日）の活動収入及び活動
支出の内容及び均衝の状態を明らかにするためのものであり、次のグラフは、事業活動別にグラフにしたも
のである。
　 当年度決算の結果、教育活動収支については、収入は２，１２１百万円、支出は２，１４２百万円となり教
 育活動収支差額は、２１百万円の支出超過となった。教育活動外収支については、収入は１２百万円、支出
 は０円となり教育外活動収支差額は、１２百万円の収入超過となった。特別収支については、収入は０円、
支出は８百万円となり特別収支差額は、８百万円の支出超過となった。
　 結果、基本金組入前当年度収支差額は△１７百万円となり、基本金組入額合計△１１６万円を加えた、当年

　  度収支差額は、△１８百万円となった。
　 前年度収支差額３，２７７百万円を加え、基本金取崩額３４百万円を加えた翌年度繰越収支差額は、３，２９
 ３百万円となった。

項目
金額

構成比率

＜用語の説明＞
　　　　教育活動収支　　　　　・・・　（収入）当該年度のすべての収入のうち、教育活動収入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（支出）当該年度のすべての支出のうち、教育活動支出
　　　　教育活動外収支　 　　・・・　（収入）受取利息・配当金、その他教育活動外の収入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（支出）借入金利息、その他教育活動外の支出
　　　　特別収支　　　　　  　　・・・　（収入）資産売却収入、その他の特別収入（施設設備寄付金・施設設備補
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          助金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（支出）資産処分差額、その他の特別支出
　　　　基本金組入額合計　 　・・・  教育活動に必要な資産を継続的に保持するため維持するべきものとして、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土地、建物、機器備品等の資産を自己資金で取得した額で、帰属収入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から組入れた金額（取得額と同額）

（単位　：　百万円）

教育活動収入

2,121

99.4%

教育活動外収入

12

0.6%

特別収入

0

0.0%

事業活動収入計

2,176百万円

100.0%

教育活動支出

2,142

100%

教育活動外支出

0

0%

特別支出

8

0%

事業活動支出計

2,144百万円

100.0%



３．貸借対照表　　　（法人全体）

　 年度末（令和２年３月３１日）における資産、負債、純資産の状態、保有する財産を示し表示し、純資産
（正味財産）がいくらになっているか（財政状態）を明らかにするもので、下のグラフのとおりである。

　　年度末の資産は、１５，２７１百万円〔固定資産８，５３６百万円（有形固定資産５，２２４百万円・特定資産
１,６００万円・その他の固定資産１，７１２百万円）、流動資産６，６８０百万円〕で、負債は、４７４百万円〔固定
負債１７７百万円・流動負債２９７百万円〕となり資産から負債を引いた正味財産は、１４，７４２百万円となる。

項目
金額

構成比率

（単位：百万円）

有形固定資産

5,224

34.3%

特定資産

1,600

10.5%

その他の固定

1,712

11.3%

流動資産

6,680

43.9%

固定負債

177

1.2%

流動負債

297

2.0%

基本金の部合計

11,449

75.2%

消費収支の部合計

3,293

21.6%
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